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３．学習評価の在り方について 

○ 学習評価は、学校における教育活動に関し、子供たちの学習状況を評価するものである。「子供たちにど

ういった力が身に付いたか」という学習の成果を的確に捉え、教員が指導の改善を図るとともに、子供た

ち自身が自らの学びを振り返って次の学びに向かうことができるようにするためには、この学習評価の在

り方が極めて重要であり、教育課程や学習・指導方法の改善と一貫性を持った形で改善を進めることが求

められる。 

○ 子供たちの学習状況を評価するために、教員は、個々の授業のねらいをどこまでどのように達成したかだ

けではなく、子供たち一人一人が、前の学びからどのように成長しているか、より深い学びに向かってい

るかどうかを捉えていくことが必要である。 

○ また、学習評価については、子供の学びの評価に留まらず、下記４．（１）に述べる「カリキュラム・マ

ネジメント」の中で、学習・指導方法や教育課程の評価と結び付け、子供たちの学びに関わる学習評価の

改善を、教育課程や学習・指導方法の改善に発展・展開させ、授業改善及び組織運営の改善に向けた学校

教育全体のサイクルに位置付けていくことが必要である。 

 

 

（評価の三つの観点） 

○ 現在、各教科について、学習状況を分析的に捉える観点別学習状況の評価1と、総括的に捉える評定とを、

学習指導要領に定める目標に準拠した評価として実施することが明確にされている。評価の観点について

は、従来の４観点の枠組みを踏まえつつ、学校教育法第３０条第２項が定める学校教育において重視すべ

き三要素（「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「主体的に学習に取り組む態度」）を踏まえて再整

理され、現在、「知識・理解」「技能」「思考・判断・表現」「関心・意欲・態度」の四つの観点が設定され

ているところである。 

○ 今後、小・中学校を中心に定着してきたこれまでの学習評価の成果を踏まえつつ、目標に準拠した評価を

更に進めていくためには、学校教育法が規定する三要素との関係を更に明確にし、育成すべき資質・能力

の三つの柱に沿って各教科の指導改善等が図られるよう、評価の観点については、「知識・技能」「思考・

判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に沿った整理を検討していく必要があると考える。

その中で、観点別学習状況の評価と、それらを総括した評定との関係についても、改めて整理していくこ

とが求められる。 

○ 観点別学習状況の評価の観点は、各教科における教育の目標と表裏一体の関係にあることから、今後、各

教科において、育成すべき資質・能力を踏まえて教育の目標を検討する際には、評価の観点の在り方と一

貫性を持った形で検討を進めていくことが必要である。 

○ その際、２．（２）①ⅲ）（「学びに向かう力、人間性等」）に示された資質・能力には、感性や思いやりな

ど幅広いものが含まれるが、これらは観点別学習状況の評価になじむものではないことから、評価の観点

                                                   
1 補足資料３９ページ参照。 



 

としては学校教育法に示された「主体的に学習に取り組む態度」として設定し、感性や思いやり等につい

ては観点別学習状況の評価の対象外とすべきである。 

○ なお、観点別学習状況の評価には十分示しきれない、児童生徒一人一人のよい点や可能性、進歩の状況等

については、日々の教育活動や総合所見等を通じて積極的に子供に伝えることが重要である。 

（評価に当たっての留意点等） 

○ 現在の「関心・意欲・態度」の評価に関しては、例えば、正しいノートの取り方や挙手の回数をもって評

価するなど、本来の趣旨とは異なる表面的な評価が行われているとの指摘もある。「主体的に学習に取り組

む態度」については、このような表面的な形式を評価するのではなく、２．（３）②ⅲ）に示した「主体的

な学び」の意義も踏まえつつ、子供たちが学びの見通しを持って、粘り強く取り組み、自らの学習活動を

振り返って次につなげるという、主体的な学びの過程の実現に向かっているかどうかという観点から、学

習内容に対する子供たちの関心・意欲・態度等を見取り、評価していくことが必要である。こうした姿を

見取るためには、子供たちが主体的に学習に取り組む場面を設定していく必要があり、「アクティブ・ラー

ニング」の視点からの学習・指導方法の改善が欠かせない。また、学校全体で評価の改善に組織的に取り

組む体制づくりも必要となる。 

○ なお、こうした観点別学習状況の評価については、小・中学校と高等学校とでは取組に差があり、高等学

校では、知識量のみを問うペーパーテストの結果や、特定の活動の結果などのみに偏重した評価が行われ

ているのではないかとの懸念も示されているところである。義務教育までにバランスよく培われた資質・

能力を、高等学校教育を通じて更に発展・向上させることができるよう、高等学校教育においても、指導

要録の様式の改善などを通じて評価の観点を明確にし、観点別学習状況の評価をさらに普及させていく必

要がある。 

○ また、三要素のバランスのとれた学習評価を行っていくためには、指導と評価の一体化を図る中で、論述

やレポートの作成、発表、グループでの話合い、作品の制作等といった多様な活動に取り組ませるパフォ

ーマンス評価を取り入れ、ペーパーテストの結果に留
とど

まらない、多面的な評価2を行っていくことが必要で

ある。さらには、総括的な評価のみならず、一人一人の学びの多様性に応じて、学習の過程における形成

的な評価を行い、子供たちの資質・能力がどのように伸びているかを、例えば、日々の記録やポートフォ

リオなどを通じて、子供たち自身が把握できるようにしていくことも考えられる。 

○ こうした評価を行う中で、教員には、子供たちが行っている学習にどのような価値があるのかを認め、子

供自身にもその意味に気付かせていくことが求められる。教員一人一人が、子供たちの学習の質を捉える

ことのできる目を培っていくことができるよう、４．（２）に示すような研修の充実等を図っていく必要が

ある。 

○ このような評価の在り方については、本「論点整理」を踏まえ、審議まとめに向けて引き続き専門的な検

討を行うことが求められる。 

                                                   
2 補足資料４０ページ、２０４ページ参照。 



技能 

○ 学習評価には，児童生徒の学習状況を検証し，結果の面から教育水準の維持向上を保障する機能。 

○ 各教科においては，学習指導要領等の目標に照らして設定した観点ごとに学習状況の評価と評定を行う

「目標に準拠した評価」として実施。 

  ⇒きめの細かい学習指導の充実と児童生徒一人一人の学習内容の確実な定着を目指す。 

関心・意欲・態度 

思考・判断・表現 

知識・理解 

学力の３つの要素と評価の観点との整理 

主体的に学習に 
取り組む態度 

思考力・判断力 
・表現力等 

知識及び技能 

学力の３要素 
（学校教育法） 
（学習指導要領） 

学習評価の 
４観点 

 
指導計画等の作成 

 
指導計画を 
踏まえた 
教育の実施 

 
児童生徒の学習状況， 
指導計画等の評価 

 
授業や 

指導計画等の 
改善 

Ａｃｔｉｏｎ  

Ｐｌａｎ  

Ｄｏ  

Ｃｈｅｃｋ  

○ 学習評価を通じて，学習指導の

在り方を見直すことや個に応じた指

導の充実を図ること，学校における

教育活動を組織として改善すること

が重要。 
指導と評価の一体化  

学習指導と学習評価のＰＤＣＡサイクル 

観点別学習状況の評価について 

【現行】 【以下の３観点に沿っ
た整理を検討】 

教育課程企画特別部会 論点整理 

補足資料（H27年８月） 
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「パフォーマンス評価」 

知識やスキルを使いこなす（活用・応用・統合する）ことを求めるような評価方法。 
論説文やレポート、展示物といった完成作品（プロダクト）や、スピーチやプレゼンテーション、協同で
の問題解決、実験の実施といった実演（狭義のパフォーマンス）を評価する。 

「ポートフォリオ評価」 
 

児童生徒の学習の過程や成果などの記録や作品を計画的にファイル等に集積。 
そのファイル等を活用して児童生徒の学習状況を把握するとともに、児童生徒や保護者等に対し、 
その成長の過程や到達点、今後の課題等を示す。 

「ルーブリック」 
 

成功の度合いを示す数レベル程度の尺度と、 
それぞれのレベルに対応するパフォーマンスの特徴を 
示した記述語（評価規準）からなる評価基準表。 

児童生徒の学びの深まりを把握するために、多様な評価方法の研究や取組が行われている。 

ルーブリックのイメージ例 記述語 

多様な評価方法の例 

    尺度 
項目 

Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ 

項目 ・・・できる 
・・・している 

・・・できる 
・・・している 

・・・できる 
・・・している 

・・・できない 
・・・していない 
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単純 

複雑 

筆記 実演 

選択回答式（客観テスト式）の問題 
・ 多肢選択問題 
・ 正誤問題 
・ 順序問題 
・ 組み合わせ問題 
・ 穴埋め問題（単語・句） 

自由記述式の問題 
～ 短答問題（文章・段落・図表など） 
・ 知識を与えて推論させる問題 
・ 作問法       ・ 認知的葛藤法 
・ 予測-観察-説明（POE）法 
・ 概念マップ法   ・ ベン図法 
・ 運勢ライン法   ・ 描画法 
 

 

パフォーマンス課題 
・ エッセイ、小論文、論説文                      ・ 朗読、口頭発表、プレゼンテーション 
・ 研究レポート、研究論文              ・ グループでの話し合い、ディベート 
・ 実験レポート、観察記録             ・ 実験の計画・実施・報告 
・ 物語、脚本、詩、曲、絵画            ・ 演劇、ダンス、曲の演奏、彫刻 
・ 歴史新聞                              ・ スポーツの試合 
 
 
 プロジェクト 

実技テストの項目 
 
・ 検討会、面接、口頭試問 
・ 短文の朗読 
・ 実験器具の操作 
・ 運指練習 
・ 運動技能の実演 
 
 

活動の断片的な評価 
 
・ 発問への応答 
・ 活動の観察 
 

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
評
価 

一枚ポートフォリオ評価 

（西岡加名恵・田中耕治編著『「活用する力」を育てる授業と評
価・中学校』学事出版、2009年、p.9の図を一部改訂） 

育成すべき資質・能力を踏まえた教育目標・内容
と評価の在り方に関する検討会（第8回） 
平成25年8月30日配付資料を一部改訂 

（西岡加名恵委員） 

学
習
の
過
程
や
成
果
を
示
す
様
々
な
記
録
を

系
統
的
に
蓄
積
し
、
編
集
し
た
り
検
討
会
を

行
っ
た
り
し
な
が
ら
評
価
し
て
い
く
方
法 

パフォーマンス評価 
知識やスキルを使いこなす（活用・応用・総合する）ことを 

求めるような評価方法（問題や課題）の総称。多くの場合、「選択
回答式（客観テスト式）の問題」以外の評価方法を指す。 
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個別の知識や技能 
（何を知っているか、何ができるか） 

思考力・判断力・表現力等 
 

教科等の本質に根ざした見方や考え方等 
 

(知っていること・できることをどう使うか) 

学びに向かう力、人間性等 
情意、態度等に関わるもの 
 

（どのように社会・世界と関わり 
よりよい人生を送るか） 

外国語活動 
小学校 

外国語を用いてコミュニケーションを図
る楽しさを体験すること 
外国語を聞いたり、話したりすること 
外国語への慣れ親しみ 

簡単な語句や表現を使って、自分のことや身
の回りのことについて、友達に質問したり質
問に答えたりするコミュニケーション能力 

外国語を用いてコミュニケーション
を図ることの楽しさや言語を用いて
コミュニケーションを図る大切さを
知り、相手意識を持って外国語を用
いてコミュニケーションを図ろうと
する態度 
 
言語や文化に対する関心 
             など 

外国語 
小学校 

 

聞くことに関する知識・技能 
話すことに関する知識・技能 
外国語を読んだり、書いたりすること 
言葉の仕組みへの気付き（音、単語、語
順など） 

馴染みのある定型表現を使って、自分の好き
なものや、一日の生活などについて、友達に
質問したり質問に答えたりするコミュニケー
ション能力 

外国語 
中学校 

 

聞くことに関する知識・技能 
話すことに関する知識・技能 
読むことに関する知識・技能 
書くことに関する知識・技能 
言語の働き、役割について理解 など 

○具体的で身近な話題について、学校、地  
 域、他教科等での学習内容等と関連付け 
 ながら、互いの考えや気持ちなどを外国 
   語で適切に伝え合う能力 
○聞いたり読んだりしたことを活用して話 
 したり書いたりして発信するコミュニ    
 ケーション能力 

他者を尊重し、聞き手・読み手・話
し手・書き手に配慮しながら、外国
語でコミュニケーションを図ろうと
する態度 
言語や文化に対する関心  など 
 

外国語 
高等学校 

聞くことに関する知識・技能 

話すことに関する知識・技能 

読むことに関する知識・技能 

書くことに関する知識・技能 

言語の働き、役割について理解 など 

 

○日常的な話題から時事問題や社会問題ま  

 で幅広い話題について、情報や考えなど 

 を外国語で的確に理解したり適切に伝え 

   合ったりするコミュニケーション能力 
○聞いたり読んだりしたことを活用して話 
 したり書いたりして発信するコミュニ 
 ケーション能力 
 

他者を尊重し、聞き手・読み手・話
し手・書き手に配慮しながら、外国
語でコミュニケーションを図ろうと
する態度 

言語や文化に対する関心  など 

     資質・能力の三つの柱に沿った、平成28年1月12日現在 

小・中・高を通じて外国語教育において育成すべき資質・能力の整理（たたき台） 



   （参考）  観点別学習状況の評価と学習到達目標との関係 

「英語を使って何ができるようになるか」という観点から、学習到達目標のうち、
技能に関する目標を「CAN-DOリスト」の形で具体的に記述 

 コミュニケーション 

への関心・意欲・ 態度 

外国語表現 

の能力 

外国語理解 

の能力 

言語や文化 

についての 

知識・理解 

観点別学習状況の評価においては，「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」及び「言語や文化についての知識・理解」
の観点と併せて，学習指導要領に示す外国語科の目標に照らして，その実現状況の評価を着実に実施することが必要 

 CAN-DOリスト形式の目標は，観点別学習状況の評価のうち，「外国語表現の能力」と「外国語理解の能力」の評価について活用するのに適して
いると考えられる。その際，学習到達目標に対応した学習活動の特質等に応じて，多肢選択形式等の筆記テストのみならず，面接，エッセー，スピ
ーチ等のパフォーマンス評価，活動の観察等，様々な評価方法の中からその場面における生徒の学習状況を的確に評価できる方法を選択するこ
とが重要。 

 観点別学習状況の評価における「関心・意欲・態度」は、「他の観点に係る資質や能力の定着に密接に関係する重要な要素である」とされ、４つの
観点は、単元における学習と一体的に評価が行われることが必要。例えば、「外国語表現の能力」として「～できる」とする観点から評価を行う事項
を、「関心・意欲・態度」の項目として「～しようとしている」という表現に置き換え、その単元における両面からの評価を行うことによって、生徒がコミュ
ニケーションへの関心をもち、自ら課題に取り組もうとする意欲や態度を身に付けているかどうかを評価。 

学習到達目標 

観点別評価 
指導と評価の一体化を通じて， 

学習指導の改善や児童生徒に応じたきめ細かな指導の充実を図ること，学校における教育活動を組織として改善することが趣旨 

各学校において，「CAN-DOリスト」の形で学習到達目標を設定することにより，これを観点別学習状況の評価における「外国語表現の能
力」及び「外国語理解の能力」の観点の評価に生かすことが期待される。 

出典： 『各中・高等学校の外国語教育における「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標設定のための手引き』、  

    「児童生徒の学習評価の在り方について（報告書）」（平成22年3月24日中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会）から作成 

 

各学校は学習指導要領に基づき、単元ごとの学習到達目標を設定、目標に沿った指導及び評価を実施 

    ※ 学習指導要領の目標は①言語や文化に対する理解を深め、②積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図
り、③「聞くこと」、「話すこと」、「読むこと」、「書くこと」などのコミュニケーション能力を養うこと 

英語教育の在り方に関する
有識者会議（H26年９月） 


